
 

 

 

 

 

 

   六方晶における逆極点図 

 

 

 

 

 逆極点表記に関して、ＬａｂｏＴｅｘはＰｌａｎｅで表記 

     ＴｅｘＴｏｏｌｓはＤｉｒｅｃｔｉｏｎで表記されている事が分かります。 

     ｐｏｐＬＡもＤｉｒｅｃｔｉｕｏｎで計算されています。 

 逆極点図は、等価を考えると、４指数が有利である事が分かります。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１５年１２月１６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ＯＤＦ解析後の逆極点図は方位分布図であるが、メーカにより表現方法が異なります。 

   ＬａｂｏＴｅｘはＰｌａｎｅでＴｅｘＴｏｏｌｓはＤｉｒｅｃｔｉｏｎで表記されています。 

   この違いをＴＤ－ｓｐｌｉｔである{01-13}<2-1-10> ,３指数では{013}<100>で比較します。 

   ＬａｂｏＴｅｘでは、ＮＤが{01-13}で、ＴｅｘＴｏｏｌｓはＲＤが<2-1-10>である事から分かります。 

   ｐｏｐＬＡもＰｌａｎｅで計算されています。 

使用するソフトウエア 
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３指数＜－＞４指数 

  

結晶データ 

  

 



極点図 

  

  

ＯＤＦ図 

LaboTex      TexTools 

 

 

３指数{013}<01-13> 

４指数{01-13}<2-1-10> 

である事が分かります。 



逆極点図（ND） 

LaboTex 

 

TexTools 

 

逆極点図（φ、β）が（３２，３０）で Directionと Palneの違いを確かめるためソフトウエアを作成し 

確認しました。 

 TexTools の計算    LaboTexの計算 

   

  LaboTexは期待値と一致し、TexToolsは面法線方向を表しています。 



逆極点図（RD） 

LaboTex 

 

TexTools 

 

TexToolsの計算    LaboTex 

 ステレオ三角形の３点ではDirectionとPlaneは一致します。 

 



３指数と４指数 

今回、３指数で{013}<100>、４指数で{01-13}<2-1-10>を考えました。 

逆極点図では等価の面や方向を同一として扱われます。 

RD方向の期待値は{100}あるいは<100>でしたが、計算結果は{110}、<110>でしたが、等価で考えると 

同じ面や方向です。 

４指数で考えると期待値<2-1-10>が<11-20>が得られているので４指数表現が分かりやすいと思われます。 

 

TexToolsの TD方向結果から計算に用いられている最大指数の問題が分かります。 

３指数における最大指数を６程度で計算しているように思われます。 

φ＝５５から６１度まで[30-32]を計算します。 

        φ＝５８、β＝３０を計算 

 

 

 

 

 

  

 ＴＤはφの中心角度で計算すると Direction結果と一致します。 

 

 

 


